
【WEB ゼミ】第５回「接着適⽤技術者養成講座」開催のご案内 
〜社内で接着設計・接着管理技術の中核となる技術者を養成〜 

 
主催（⼀社）⽇本接着学会 構造接着・精密接着研究会 

 
 新型コロナの感染拡⼤防⽌のために延期しておりました頭記講座を＜WEB ゼミ＞として、下記の要領で開催する
こととなりました。ここにあらためてご案内とご聴講のお申し込み受付を開始させていただきます。 
 ※5 ⽉に予定していた集合講座にお申し込みされた⽅も、再度のお申し込みをお願いいたします。 
 
■背景 
 精密部品から構造部品まで広範囲の機器製造産業での接着接合の適⽤拡⼤に伴い、接着に要求される機能・特性
は⾼度化し、信頼性や品質への要求も厳しくなっています。しかし、接着は完成後に接着性能の検査が困難で「特
殊⼯程」に分類される技術であることと、接着接合に詳しい技術者を擁している機器製造企業は少ないため、接着
接合に関する品質不具合は増加しています。 
このような状況下において、ISO21368（Adhesives - Guidelines for the fabrication of adhesively bonded 
structures and reporting procedures suitable for the risk evaluation of such structures）の改訂など、今、
接着接合の⾼信頼性化、⾼品質化が世界的レベルで要求されています。 

そこで、このような国際的な接着に関する⾼信頼性・⾼品質化の要求に備えるために、機器製造分野で接着技術
に関わる技術者を対象として、2016 年度から「接着適⽤技術者養成講座」を開催しています。本講座の内容は、
EWF（欧州溶接連盟）の接着技術教育のカリキュラムの主要点をほぼ網羅しており、接着品質の向上と安定化に必
要な要素技術（材料、強度・構造設計、接着⼯程、検査・品質管理など）とそれらの関連性について学び、製品の
開発・設計・製造・品質業務に必要な知識を習得し、社内で接着設計・接着管理技術の中核となる技術者を養成す
ることを⽬的としています。 

なお、界⾯や化学、⼒学、統計などに詳しくない技術者にも理解しやすいように、理論に偏らず実践的な内容と
考え⽅を説明します。 
 
■⽇程 

4 ⽇間、合計 24 時間の座学 
前半︓2020 年 10 ⽉ 5 ⽇(⽉)、 6 ⽇(⽕) 9:30〜17:00 

  後半︓2020 年 10 ⽉ 13 ⽇(⽕)、14 ⽇(⽔) 9:30〜17:00 
 ※上記⽇時に、都合で⼀部⽋席された場合は、第 6 回の講座で⽋席部分を無料で受講いただけます。 
 
■開催⽅式 
 WEB ゼミで⾏います。 
 
■講 師 

佐藤千明（東京⼯業⼤学）    
若林⼀⺠（エーピーエスリサーチ） 
⼭辺秀敏（東京理科⼤学）    
原賀康介（(株)原賀接着技術コンサルタント） 

 
■カリキュラム、テキスト 
 ①カリキュラムの概要 
   第１章 接着設計技術、接着管理技術 

第２章 接着の機能設計－接着接合の特徴・機能・効果と適⽤事例、接着の課題－ 
第３章 接着の基礎とメカニズム  
第４章 正しい接着剤の選び⽅  
第５章 被着材の表⾯処理 
第６章 ⾼品質接着を達成するための基本条件と作り込みの⽬標値 
第７章 接着部品の構造設計  
第８章 接着接合部の⼒学 



第９章 特性・機能を低下させる内部応⼒ 
第 10 章 接着部の必要強度と Cv 値の設計法『Cv 接着設計法』  
第 11 章 接着の耐久性  
第 12 章 複合接着接合法  
第 13 章 接着⼯程における留意点と、⼯程設計、設備設計への反映  
第 14 章 接着の品質設計、品質管理 

②カリキュラムの詳細は、構造接着・精密接着研究会 HP https://www.struct-
adhesion.org/trainingcourse/curriculum/ をご覧ください。 

③カラー印刷、製本した冊⼦テキストを、事前に郵送いたします。発送は 9/28（⽉）の週の予定です。 
テキストは、330 ページで、約 650 枚の PPT が収録されています。 

 
■受講対象者 

①各種機器の構造設計や組⽴に接着を⽤いる設計・⽣産・品質関係技術者 
②接着関連機器・設備メーカーや接着関連材料メーカーの技術者 

 
■履修証明書 

全カリキュラムを受講された⽅には、履修証明書を発⾏します。 
※今回、⼀部⽋席され、次回⽋席部分を受講された場合にも発⾏されます。 

 
■⾃⼰確認テスト 

受講内容の整理、理解度確認のために、受講後ホームページからダウンロードする形式で、⾃⼰確認テストを実
施します（任意）。 

 
■受 講 料（消費税別） 

①構造接着・精密接着研究会の企業会員は 1 ⼈⽬ 45,000 円、2 ⼈⽬からは 1 名 90,000 円、個⼈会員、団体会
員は 45,000 円。 

②構造接着・精密接着研究会⾮会員で⽇本接着学会会員（法⼈、個⼈）は、1 ⼈⽬ 6 万円、2 ⼈⽬からは 1 名 9
万円。 

③①②以外の場合は、1 名 90,000 円。 
※⽇本接着学会法⼈会員に配布される「催し物特別優待券」は使⽤できません。 
※①②の割引対象者の１名は、最初の申込み者とさせていただきます。 
※企業会員の⽅は、参加者数に制限はありません。 
※②③の場合は、受講者の所属企業または個⼈は、継続的に最新の接着技術を習得いただくために、構造接着・

精密接着研究会の 2021 年度無料会員＊)となっていただきます。（2022 年度の有料会員への継続については任
意。） 

＊)構造接着・精密接着研究会会員は、年 4 回の講演会、年 2 回の⾒学会、年 1 回のシンポジウムに無料で参
加できます（企業会員の無料参加⼈数制限︓講演会、⾒学会は制限なし。シンポジウムは 1 名）。 

また、ワーキンググループ活動にも参加できます。 
 
■接着技術者スキルアップ講座の開催 

接着適⽤技術者養成講座の内容補強（基礎の基礎からセンスを⾝につけるため）を⽬的として、接着技術者スキ
ルアップ講座を開催しています。 

接着適⽤技術者養成講座の受講⽣は、安価に受講できます。 
 ※詳細は、https://www.struct-adhesion.org/skillup/ をご覧ください。 
 
■詳細および受講申込み⽅法 

①構造接着・精密接着研究会ホームページの「接着適⽤技術者養成講座案内」ページ  
https://www.struct-adhesion.org/trainingcourse/ をご覧ください 

②申込み締切⽇ 2020 年 9 ⽉ 25 ⽇(⾦) 
 
■受講料のお⽀払い⽅法 

申込受付後、請求書をお送りします。指定⼝座にお振り込みください。 
お⽀払期限︓10 ⽉ 31 ⽇ 



 
■問合せ先 
 ⼀般社団法⼈⽇本接着学会 構造接着・精密接着研究会 事務局 

〒224-0003 神奈川県横浜市都筑区中川中央 1-28-22-201 
   TEL︓045-479-8855  FAX︓045-910-1831   E-mail︓jimu@struct-adhesion.sakura.ne.jp  
  
【講義の⽅針】  
（１）先進・最新技術のレベルではなく、接着を⽤いるために必要で⼗分な知識と、接着に対するセンスを⾝につけてもらう。 
（２）接着に詳しくない技術者や接着に関する教育の機会が少ない中⼩企業の技術者にも役に⽴つ内容とする。 
（３）化学や機械、統計・確率などの専⾨知識がない技術者でも理解しやすいように説明する。 
  （⾼校レベルの学⼒で理解できる内容とする。） 
（４）実践的な内容と考え⽅を説明する。理論は、それらの裏付けとして必要な範囲で説明する。 
（５）説明している事項がなぜ必要なのかの理由を説明して理解を助ける。 
（６）設計、施⼯、管理時の⽬標特性値を明確に伝える。 
（７）できるだけデーター、事例を含める。 
（８）評価⽅法を具体的に⽰す。 
（９）できるだけ勘どころやトラブル事例的内容を盛り込む。 
（10）接着の⽋点・課題も⼗分に説明する。 
  

【カリキュラムの詳細】（第 5 回⽤テキストの⽬次です。） 

 ※今後、各項⽬の順番、項⽬等は変わる場合があります。変更が⽣じた場合は本ページに掲載いたします。 
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